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西宮起業家連携コミュニティ”みやこむ” 規約 

 

 

 

第１章 総則 

 

（名称） 

第 １ 条  このグループは「西宮起業家連携コミュニティ”みやこむ”」（以下「本グルー

プ」言います）と称します。 

（事務局） 

第 ２ 条  本グループの事務局は、以下におきます。 

西宮市中前田町 1-25和成ビル 306号 

白石社労士事務所内 

 

 

第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第 ３ 条  本グループは、西宮市を中心として活動する多種多様な事業者が、事業に関す

る情報共有を図りながら、新たな事業を展開する上での問題点を協議したり、連携した企

画を実施することなどを通じて、会員が相互に協力しながら、各々が事業者として成長し

ていくことを目的とします。 

（活動内容） 

第 ４ 条  本グループは、前条の目的を達成するために、次の各号の活動（事業）を行い

ます。 

（１）経営課題を解決するためのセミナー開催 

（２）会員交流を含む各種イベントの開催 

（３）大学や大手企業との連携事業 

（４）西宮への地域社会貢献活動 

（５）その他、本グループの目的を達成するために必要な活動 

 

 

第３章 会員 
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（会員の資格） 

第 ５ 条  本グループの会員は、次の２種類とします。 

（１） 正会員は、本グループの目的に賛同して入会した個人又は団体とします。 

（２） 賛助会員は、本グループの活動に資すると認められ、同活動を賛助するために入会

した個人又は団体とします。 

（入会） 

第 ６ 条  会員として入会しようとする個人又は団体は、本グループに入会を申し出、役

員会の承認を得るものとします。入会の条件及び入会申込の方法については別途細則にて

定めます。 

（会費） 

第 ７ 条 会員は、定められた会費を納入する義務を負います。 

２．会費の金額は次のとおりとします。 

（１）正会員 年会費 １２，０００円 

（２）賛助会員 年会費 なし 

３．４月１日の時点で在籍する会員は、当該事業年度の定時総会開催までに、上記会費を

納入しなければなりません。ただし、本グループ設立初年度の会費については、設立総会

開催の日から３ヶ月以内に納入しなければなりません。 

４．各事業年度の途中で入会した場合には、上記年会費を月割りした金額のうち、当月以

降の金額を会費として、入会日から２ヶ月以内に、納入しなければなりません。 

５．各事業年度の途中で退会あるいは除名された場合においても、会費は返金しないもの

とします。 

（退会） 

第 ８ 条  会員は、本グループに退会を申し出、任意に退会できるものとします。退会の

申し出についてはあらかじめ代表へ退会する旨を通知することとします。 

２．会員が次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなします。 

（１）本人が死亡し、又は本グループが消滅したとき 

（２）会費を３か月以上納入しないとき 

（３）除名されたとき 

（除名） 

第 ９ 条  会員が次のいずれかに該当するときは、役員会において会員を除名することが

できます。 

（１）法令、本規約に違反したとき 

（２）本グループ内における過度な営業活動、政治・宗教に関する活動、他団体への勧誘、

署名活動などの行為を行ったとき 

（３）本グループの名誉をき損し、又は秩序を乱す行為をしたとき 
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第４章 役員 

 

（役員） 

第 １０ 条  本グループに次の役員をおきます。 

  （１） 代表    １名 

（２） 副代表  ２名以上 

（３） 会計   １名 

（４） 監査役  ３名以内 

（役員の選任） 

第 １１ 条  役員は、正会員の中から、総会において選任します。 

（役員の任期） 

第 １２ 条  役員の任期は１年とします。ただし再任を妨げません。補欠により選任され

た役員の任期は、前任者の残任期間とします。 

２．役員は、任期終了後でも後任者が就任するまでは、その職務を行わなければなりませ

ん。 

（役員の任務） 

第 １３ 条  代表は、本グループの活動を統括します。 

２．副代表は、代表のグループ活動の統括を補佐し、代表に事故があるときの職務を代行

します。 

３．会計は、本グループの会計を担います。 

４．監査役は、本グループの活動及び会計を監査し、その結果を総会に報告します。 

 

 

第５章 総会 

 

（総会） 

第 １４ 条 本グループの総会は、会員をもって構成し、年に１回開催するものとします。

ただし、必要があるときは臨時に開催できるものとします。 

２． 総会は、以下の事項について議決します。 

（１）規約の制定、変更又は廃止 

（２）本グループの解散 

（３）活動計画及び収支予算の決定 

（４）活動報告及び収支決算の承認 

（５）役員の選任及び解任 

（６）その他本グループの活動に関する重要な事項 
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３． 総会は、正会員の３分の１以上の出席がなければ、開会することができません。 

４． 総会の議長は、総会において選任します。 

５． 総会の議事は、議長を除く出席正会員の過半数の承認をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところとします。 

 

 

第６章 役員会及び分科会 

 

（役員会） 

第 １５ 条 本グループの役員会は、代表、副代表及び会計をもって構成し、月に１回程

度開催するものとします。ただし、必要があるときは臨時に開催できるものとします。 

２．役員会は、以下の事項について議決します。 

（１）細則の制定、変更又は廃止 

（２）総会への提案事項 

（３）活動計画及び収支予算に関する総会への提案事項 

（４）活動報告及び収支決算に関する総会への提案事項 

（５）会員の入会又は退会に関する事項 

（６）その他本グループの活動に関する軽微な事項 

３．役員会は、役員の３分の２以上の出席がなければ、開会することができません。 

４．監査役は、役員会に出席して意見を述べることができます。 

５．役員会の議長は、代表が務めます。 

６．役員会の議事は、議長を除く出席役員の過半数の承認をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところとします。 

７．役員会の議事については、議事録を作成しなければなりません。 

（分科会） 

第 １６ 条 本グループには、以下の分科会を置きます。各分科会は担当の副代表が主宰

し、所属会員と協議、協力して活動します。 

（１）みやゼミ分科会 

（２）コラボ分科会 

（３）広報分科会 

（４）総務分科会 

２．分科会の活動は、その都度、次の役員会に報告し、役員会の承認を得るものとします。 

３．分科会の議長は、担当の副代表が務めます。 

 

 

第７章 会計 
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（経費） 

第 １７ 条  本グループの活動にかかる経費は、会費・助成金・寄付金その他の収入をも

ってあてることとします。 

（財産管理） 

第 １８ 条  本グループの財産は、会計がこれを管理します。 

（事業年度） 

第 １９ 条  本グループの事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとします。  

 

 

第８章 雑則 

 

（その他） 

第 ２０ 条  この規約の施行にあたり必要な事項は、代表が会員に諮り別途定めます。 

 

   

 

 

 

 附      則 

 １．本規約は、平成３０年 ４月２３日より施行します。  


